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卒 業 生 の 動 向(医 学 科)
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平成18年3月2旧(金)に 本学 を卒 業した学生 の進路状況 は次の とお りです。

なお、個 人情 報保護法関連法律等 の関係で氏 名は掲載 してお りません、,
(学生支援課)

区 分 大 学 及 び 病 院 名 等
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上 記 以 外 の 病 院 名

道 内:札 幌医科大学 、旭川赤 卜字病院、札幌徳州会病院、札幌手稲 渓仁会病 院、勤 医協 中央病院、道北病

院、 名寄市 、1五総 合病 院、江 別 市立病院、遠軽厚生病院、苫小牧 市立病 院、道 、1'1紋別病院、北 見赤 十

字病 院、滝川市 立病 院、倶知安厚生病院、市 、1五函館病院、芦 別 市立病 院

道 外:白 治医科 大学病院、 京都大学 医学 部病 院、信州 大学 医学部病 院、九州大学 医学部病 院、 西新井病

院、虎 ノ門病院、茅 ヶ崎徳州会病院、小 田原 市立病院、国保旭中央病 院、 横須賀共済病 院、埼 田協

同病院、-r葉 労災病 院、湘南鎌倉総 合病院、国立精神神経セ ンター国府台 病院、 大阪府済生会 中津

病院、 名占屋液済会病院、富山県 立中央病院、小松 市民病院、山形市 立病 院済 生館、 春 口部秀和病

院、上尾中央総 合病院、新潟市民病院、淀川キ リス ト教病院、静岡市 、肛五病 院、社 会保険 巾央病院、

熊本 市立熊本市民病院、 里見城中央病院、沖縄 南部医療セ ンター小児医療 セ ンター、沖縄 協同病院



卒 業 生 の動 向(看 護 学 科) ⊃
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平成18年3月21日(金)に 本学 を卒業 した学生の進路状況は次の とお りです。

なお、個 人情報保護法関連法律等の関係で氏 名は掲載 してお りませ ん。

(学生支援課)

区 分 大 学 及 び 病 院 名 」.
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上 記 以 外 の 病 院 名

道 内:札 幌 医科大学、 市立旭川病院、は らだ病院、北海道社会保険病1院、幌南病院、市 立札幌病院、NT

T東H本 札幌病院、手稲渓仁会病院、札1幌厚 生病 院、北 斗病院、 慶愛病 院、室 蘭 口鋼 記念病 院、函

館 中央病院、幌加内福祉セ ンター、 幕別町役場

道 外:-r葉 人学医学部付属病院、北璽大学病 院、東海 人学 医学部 附属病 院、 国立 がんセ ンター中央病院、

聖路加国際病院、名 占屋 医療セ ンター、湘 南鎌 倉総 合病院



2006医 大祭が 曖 ・旭 医博～ ミンナデ ココロヲ ヒ

トツニ～1を テー マ として6月9口 、IO口 、II日 の

3H間 のH程 で 開催 され ま した。実行委 員会が前 年

の12月 に立 ち ヒげ られ てか ら約 半年 の準備期間 を経

ての開催 とな りま した。9口 には朝か ら準備が開始

され 夕方 にはNFIKの ロー カル番組 にて準備 風景や

模 擬店 メニこ⊥一 の紹 介が 巾継 され ました。その 日は、
・般 公開の準備 と前 夜祭 という名の学生のための医

大祭が 夜遅 くまで行われ ま した。

翌1(1口は、朝9時 よ り一般公開 され体育館で行わ

れ たフ リー ・マー ケ ットには沢山の 川店者や掘 り出

し物 を求めた 来場 者で大盛況で した。雨天σ)ため に

急遽場所 を看護学科棟へ移動 したゲーム コーナー に

は沢ICIのr供 た ちが殺到 し輪投げ によ り獲得 した ヌ

イグル ミや模擬店の 食券を手 に大は しゃぎして いま

した。学生 ロビーでは室内 合奏団の コンサー トが開

催 されて沢 山の聴衆がその演奏 に聴 き入 って いまし

た。看護学科棟大講義室にお いて午前ll時 には 「国

境な き医師団 と旅が私 にくれた もの1と 題 して、国

境な き医師団の医師である釧路中 央病院の荒井義 章

先生が講演 され 、午後2時 には野球 評論家の 大久保

博 元氏 による トー クショーが開催 され ました。講 義

実 習棟1階 にて催 され た 「医学健康 ひろば1の 健 康

チ ェックコ・一ナー一には老若 男 女沢 山の来場 者が 日頃

の健康管理 の確 認を楽 しみな が ら行 っていま した。

また、医 大祭の夜の風物詩 と して午 後7時45分 頃 よ

藪鯵 ズナツラ=)一

り恒例 の花火が打ち上げ られ、近隣か ら来場 された

方 々が ひと時の華麗な花火 に見人っていま した,,

最終 日であ る11Hは 、前Hか ら引き続 き模擬店が

大盛況で沢山の来場者がイ ロイロな店 の前で立 ち止

ま りバザーの メニ ューを吟 味 しなが ら飲 食す る姿が

見られ ました。 学生 ロビーではブ ラスア ンサ ンブル

の コンサー トが開催 され、 これ も前 口に引き続 き沢

由の聴衆が聴 き人るなか 日頃の練習 の成果 を発揮 し

て いました。 午前10時 よ り第7講 義室 にお いて内科

学講座病態代謝内科学分野助教授 の伊藤 博史先生 に

よ ります 「Controlmyself～ 糖尿病 について～」

と題 した公開講座が行われ ま した。 また前 口の雨天

とちが い好 天に恵まれ た ことによ りゲーム コーナー

がテ ラスにて開催 され、前 口にも増 して沢lllの 」孔供

たちが ビンゴ人会に挑 んで いま した。午後2時 か ら

は体育館 にお いて、お 笑いラ イブ200Gが 開催 され沢

山の観客 を笑 いの渦 に巻き込んで いた ・・か もしれ

ません?(微 妙かな?)

このよ うに沢lhの 来場 者が訪れて大盛況 ・大成功

の うちに200(1医 大祭が終rし ました、 今年は':L1"r委

員等が街頭で の広報活動 を行 って来場 音σ)増加に努

力 した り、Tシ ャツのデザ インやマ スコッ トの募集

を した り、 旭川保健所の要望 によ りエ イズの無料検

診の場 を提供 した りと新 しい試み を行い ました。来

年 も悔 いの残 らな い医大祭が開催 される ことを期待

してい ます。(お まけ … 当 卜1、翌Hの 後片付 け

もきれ いに無事終rし ました。)
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医大祭2006が 終わってから早2ヶ 月が経過し、残

務 もほぼ終了しました。今回は当日までの流れや実

際に経験して感じたことなどを振り返りたいと思い

ます。

医大祭2006の 活動全体を通して 「大変だった」の

一言に尽きます。今年は委員長やチーフを含めて実

行委員未経験者が多く本格的に運営に関与するのは

今年が初めてということで何をするにもほぼ手探 り

の状態か ら始まりました。学祭運営の要である広告

料集めか ら当日の企画やタイムテーブルの決定など、

各チーフに仕事が割り振られてはいますが、結局の

ところ全体会議を通して重要な事柄が決まるので実

行委員会の活動は非常に多岐に渡っており、 自分の

係の仕事をこなしながら他の係との連携を図るなど

並行 して数種類の仕事を行わなければなりません。

この点が要領を得るまで最 も負担 となりました。

次に、今年度の医大祭での主な変更点や力を入れ

た点について触れたいと思います。今年度は学内だ

けの自己満足に終わってしまうのではなく、もっと

旭医のことを地域住民の方々に知っていただこうと

いう思い、まず地域に開かれた医大祭にしようとい

う方向性を打ち出しました。 この考えを元に、毎年

行っている健康ひろばやお笑いライブショーの充実、

講演会とは別に トークショーを設けるなど改革を進

めていきました。また保健所とのタイアップでHIV

抗体検査を行うなど医大ならではの特色を活か した

企画も組みました。一方、企画内容を増やすという

ことはそれだけ必要になってくる委員の数も増える

ということで当初は委員不足が懸念されていました

が、実際に募集をかけてみると予想を上回る委員数

とな り、全ての企画をうまく回す原動力とな りまし

旭川医科大学学祭実行委員会

実行委員長 後 平 泰 信

た。

また上記の企画の中で特に苦労 したものを挙げま

す と、お笑いライブショーの出演者がパンフレット

の原稿提出期限直前まで決まらず、 このことが方々

に影響を及ぼ し、大きな悩みの種となっていました。

しか し関係チーフの努力等が実 り、結果的にはチケ

ッ トも当初の予定をはるかに上回る売れ行きで満足

のいく内容となりました。

実際に委員長(委 員やヘルパーも同様ですが)を

やってみて、自分達で学祭を創 り上げることの楽し

さを知ることができました。これだけの規模のイベ

ン トを運営するということは人生でそう何度も経験

できることではありません。本番まで2ヶ 月を切っ

た5、6月 は日常の生活を送っていても頭のどこか

で医大祭について考えているという、今考えてみる

と多少異常な状況でしたが、終わってみると大変だ

った代償として何事にも代えがたい充実感を得まし

た。ですので後輩の皆さんには来年どんな役割でも

よいので医大祭に関わることを強くお勧めします。

きっと忘れ られない思い出ができるで しょう。

そしてもう一つ忘れてはいけないこと、それは医

大祭運営にあた り多くの方々に支えていただいたと

いうことです。一番身近なところでは委員の皆さん

が、時には協力し、時には意見をぶつけ合いながら

一丸となって医大祭の成功を目指して来ました。準

備から当日に至るまで身を粉にして尽力していただ

き、本当に感謝しています。さらには、休日等返上

で連日アドバイス等をいただきました学生支援課の

皆様、開催に伴いご協力いただきました医大職員の

皆様、参加いただいた学生や地域住民の皆様に感謝

を申し上げ、結びの言葉といたします。
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第53回(平 成18年 度)北海道地区大学体育大会について

去る、7月7口 ～9口 、7月11日 ～17日 の 口程で

帯広畜産 た学を主管大学 として第;L3回(平 成18年 度)

北海道地区 大学体育 尺会が開催 され ました,,

本学では昨 年に引 き続 き弓道競技 を分担種 目と し

て担 当し7月8口 ～9日 の 日程で美瑛町 弓道場 を会

場 として開催 され ました。

大会は、朝 方か らの霧雨 も開会式の時点で トが り、

肯空のF絶 好の競技 日和 とな 一った 中で、 男 」孔17大学、

女1"ll汰 学の参加 によ り熱戦が繰 り広げ られ ました。

男子弓道は北海道大学が12中 で 前年度 に引き続 き

優勝 を飾 りました。続 いて酪農学園 大学が39中 で準

＼ 　、

優勝 、前年度準優勝 の帯広畜産 大学が35中 で第 一る位

とな りました。

女子 弓道 は熱戦 の中、2(1巾で酪農学園 大学 との同

点決中(優 勝決定 戦のよ うなもの)を 制 した 本学の

女了チームが初優勝 を飾 りま した。続 いて決 巾で敗

れた酪農学園大学 が同20中 で準優勝、 前年度準優勝

の北海道 大学が19中 で惜 しくも第一三位 とな りま した。

本学 女子 チームは、大会の準備等で忙 しい中、頑

張 って練習 を重ね た結果、 見事な優勝 を勝 ち取 りま

した,,(来 年は、 男 ∫仁にも期待 した いと思 います。)

ちなみ に、 男rがfill射 、女fが(i射 び)結果です、,
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サマー ・コンサ ー ト開催 される

撒

合 唱 部

7月15目(土)夜7時 よ り合唱部 によるサマー一・

コンサー トが開催 され ました、,この週は最高気温

が29℃ 前後 という暑い口が続 いた週でサマー ・コ

ンサー トと呼ぶ にふ さわ しい気候の中での開催 と

な りま した,,大 候 に恵 まれた こともあ り近隣か ら

も多数の来場 者が 訪れて、H々 の練習の成 果の発

表と患 者様 の憂 いのため というli的 を達成で きた

と思える コンサー トとな りま した。
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ギ タ ー 部

7月22日(上)夜7時 よ りギター部によるサマー ・

コンサー トが開催 されま した。 当[は 夕方か らあ

いに くの雨 とな り、来場 者 も始まる前はまば らな

状態で したが、演 奏が始まる ころには人院 され て

いるノ∫々 が 多く来場 されま した。 普段 とは違 い悪

天候 のため近隣か らこられた 方が少なかった分、

人院患 者様 との アッ トホームなコ ンサ ー トとな り

ま した。

回
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クラブ綱介

〔硬式雇疎郁 〕 主将 岡田 哲弘

硬 式庭球 部は男子28名 、女子34名 の部 員で活動

している,今 年は男女 合わせ て23名 もの新 人生が

人部 し、 気 に部活 の雰 囲気 が賑や かになった。

近年は男 了部員の入部 が少な かったが、今 年は大

人数が人って嬉 しいか ぎ りで ある。

練習の場 は学校 コー トであるが、 春には冬 の間

に荒れ て しまったテニ スコー トを長い時 間をかけ

て石拾 い、 ロー ラーが けな どの整備 をす る ことか

ら始まる。 これ は実 は根気 のいる作 業であるが、

今年 も部 員一同力を合わせ コー トを完成 させた。

そんなわ けでコー トが 出来上 がる と、我 が部は毎

年(i月に行 オ)れる学 生テニ ス土座決定 試合 をは じ

め とす る団体 戦を 目標 とし、 口々練 習に励 む。そ

の他学生 トーナ メン ト ・旭川 の市 民 大会な どの個

人戦に も積極的 に参加 し、練 習の成 果を発揮す る

場 としている。 春、 夏、秋 は部活 の練 習時 間のみ

ではな く、十 日な どの空き時 間に も自1三練 に励 む

部 員でテニ スコー トはにぎわ っている。 そんなテ

ニ ス好 きな部員の姿 を見ている と頼 もしく思 う。

u少 し流行 った 「テニ スのE子 様」でも、 「テ

ニ スは技術 もさる ことなが ら、精 神面によって大

きく左 右され る スポー ツだ」 とい う台詞 がある、,

私 たちは練習 によってテニ スの技術の向上を 日指

しているわ けだが、テニ スの試合 というのは不思

議 なもので技術だ けで勝てる とは限 らず 、精 神面

によって も大きく勝敗が左右 されて くる ものであ

る。そんなわ けでテニ スは試合 を通 して精 神面も

鍛 え られ るスポー ツであ り、そのために悔 しい思

いをす る ことも多 々あ りますが ・・ それ もテニ

スの魅 力の一つであ る。

最後 に、顧問であ る程塚先生 をは じめ、 多くの

⊂)B、ぐ)Gの方 々が支えて くだ さっている ことによ

って今の硬式庭球 部がな りた って いることを感 謝

しなが ら、今後 も部活動 に励んでい きたい と思 う,,

/ih'ン トン副 主将 占村 喬樹

バ ドミン トンと聞いて、駐 申:場でポ ンポ ンと羽

根つきのよ うに しているイ メージを持 っている方

も少な くないで しょう。 しか し実際 は、か な りの

運動 吊がある激 しい スポー ツであ り、羽根 の瞬間

速度は時速25〔}km前 後 に達す る事 もある 世界最速

の スポ…ツです。 また その一方 で、 男女混 合ダブ

ル スが存在す るな ど、強 さを求 めるだけでな く、

純粋 に楽 しめる要素を数多 く持 った スポー ツです。

旭川医 大バ ドミン トン部 は、 この奥深 い魅力を

持 つバ ドミン トンを全員で 「楽 しむ」事 を、1つ

の 目標 と して います,そ のた め、常 に男女 が合同

で練習 を行 ・って います。 また、 バ ドミン トン初心

者も大 いに歓迎 してお り、実際 に大学か らバ ドミ

ン トンを始めた部 員の数 は、現在 の部 員約50名 の

内、'卜数以 ヒを占めて います。 このよ うに男 ・女、

L級 者 ・初心 者が 分け隔てな く練習 を行 う事 で、

お 互いを刺激 し合い、高 め合って います、,

スポー ツ全般 で 言える事だ と思 います が、 「楽

しむ}事 は とて も 大事な 事で、 「楽 しむ」 事がで

きれば、結果 も 自ず とついて来 ます。 旭川 医大 バ

ドミン トン部 の成績は、 男i1'は2fi連 続で 東医体

の団体戦で準優勝、女子は2年 連続で北医体 の団

体 戦で優勝 した ほか、個 人戦で も素晴 らしい成績

を残 した 部員が数多 くいます。その意味では、 バ

ドミン トンで強 くな るための環境は整 っていると

思 います、、

もちろん、 バ ドミン トンを楽 しめる 事だけが、
"iISの 魅 ノ」というわけではあ りません。 バ ドミシ

トン部 には、 多 くの部 員が在籍 しているL、 近隣

の医療系専門学校の学生 も部 員として受け 入れ て

います。そ のため、価値観等の 異なる1固性普かな

部 員が 多 く、豊富な 人間関係 を築 く事ができます。

バ ドミン トン部の魅 力を挙げれば きりがない程

で あ り、それ を支えて下 さって いる顧問の川村 先

生 をは じめと して、(一)H・OGの 先輩方に1惑謝 しつ

つ、 今後 も旭川医大バ ドミン トン部を盛 り ヒげ て

い こうと思 います。

・燃
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隅 腿 励 トポー'嘲 〕主将 和泉 裕己

漫画 「スラムダ ンク」 と言えば、おそ らくほ と

ん どの労了が ・度は読んだ ことがあるのではない

だろ うか,,バ スケ経験がある 者に もない者に も、

1バ スケ ッ トボール」 とい う競技 の面白さを ト分

に伝えて くれた 名作中の名作である。特 に最後 の

湘北一山下戦は、感動のあま り漫 画相手 に涙す ら

流 して しまった、なんて 人も少な くないはず。

我が 男子バ スケ ッ トポー ル部は、1ス ラム ダン

ク1を 読んで、そんなバ スケ ッ トボールという競

技の魅力にとりつかれた者達の集団だ と言える(お

そ らく)。 大学に入ってまでバ スケ ッ トボー ルを
・生懸 命がんば り、 つ らい練習 にもかかわ らず誰

も途中で投げ出 した りす る者が いないの は、部 員

が皆バ スケ ッ トボール という競技 を好 きだか らと

いうことに他 な らない。そ んな部 員たち の結束は

強 く、おh二いがお 互いを 支え合い、高め 合って い

けるよき仲 間たち、 それが我が 男子バ スケ ッ トボ
ール部だ。

バスケッ トボールというのは、簡 単に言えば 「リ

ングの中にポール を人れ る」競技である。 これだ

け を聞けば ・見簡 単な競技だが、 リング にポール

を 人れ るまで のその過程 には様 々な ドラマがある。

まず はポー ルを自分たちが 入れるべ きゴールへ と

運ば なければ な らないわけだが、 当然その過程 に

は邪魔 して くる相 手がいるわけだ し、また逆に 白

分たち も同 じよ うに相fの 邪魔を し、 自分たちの

ゴールを死守 しなければ な らない。 「ゴール下 は

戦場 だ。」 とい う赤木主将 のセ リフ(ス ラムダン

ク参照)は あま りにも有名である。気持 ちの こも

ったプ レー は、上手 い ド手 を問わず 見ている者の

胸 に熱 いものを感 じさせ る。それ はまさにバ スケ

ッ トボー ルをや って いて よか った と感 じる瞬間 で

もある。

最後 に、バ スケ ッ トボー ル部を支 えて くだ さっ

て いる顧 問のr葉 教授 をはじめ、 多くの(一)B・(一)G

の方々に感謝 しつつ、今後 も悔 いのな い活動 を続

けて いきた いと思 う。

璽 手 道 副 朗 自身との闘い・だ1ナ&
主 将 松 坂 法 奈

「空f道 部1と 聞 いて誰 が我が部 のよ うな姿 を

想像で きるだ ろう、,総勢m名 の部 員中、 なんと女

r部 員13各,マ ッチ ョな男子 どころか、 見たllに

は空rな どや っていそ うもない女子部 員たちが我

が部 の大 半を 占め、その彼 女たちが部活 を盛 り上

げて いるのだ。

活動は週2回 、希 望者 は近 くの道場の稽Lflに も

参加 させていただいて いる。 そのほか年2回 昇級 ・

It'段審査 を受けた り、他 大学 と交流試合 を行 った

り、 東医体をは じめ とした 各大会に出場 した りし

て いる。

空 手は1固人競技だ。極端な話、1人 で も稽 占は

で きる。 強 くなるた めには、 白分 自身が どオ1だけ

の稽古 を積 み重ねて技術 を高めるか、 どれだけの

精 神力を養えるかが重 要で あるが、特に難 しいの

が精神 りを高めることだ と思 う。 己と向 き合い己

を制する、そ んな 自分 自身 との闘いは想像以上に

過酷だ。1人 では闘 いきれない ときが必ず ある。

だか ら、仲間が必要だ。 ともに稽古 を積んできた

仲間たちと支 えあうことが必要だ。 団体競技 とは
・味違 った連帯感がそ こにはある。

ところで、 先ほど 「競技1と い う表現 を したが、

それ はある意味正 しくない。 空手は スポーツでは

ない。武道だ。 口指すのは 「勝 利」 ではな く 「強

さ」、そ してその 「強 さ1のil:体 はi揺 る ぎな い

心1で あると私 は考えて いる。 目に見えないもの

を追求す るのは難 しくもあ り、 また大 きな魅 ηで

もある。 これだか ら空 手はや め られな い。
… とは いって も、我が部はやた らと厳 しく

稽 占を して いるわ けではな い。部 員 ・人一一一人がそ

れぞれ のペー スで空手 と向 き合え る白Il住 義が ウ

リで もある。 この大学 には珍 しいことで はな いが、

部活動 におけ る固定の指導者が いな いため、そ の

役割は ヒ級生が担 って いる。それ ゆえのu:労 もあ

るにはあ るが、 この部活で川会 った仲間た ちと稽

占がで きる時間はやは り最高 に楽 しい。

最後 に、顧問の相澤先生 をは じめ、(一)B・(一)Gの

方 々の ご協力 に感謝 しつつ、 今後 も稽 占を続けて

いきた い、,

dL鰻 ▲
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〔7+ラスアンサン調r音 』をr楽 』しあ ♪
部 長 島根 裕 佳

こん にちは、 ブラスアンサ ンブ ルです。 いわ ゆ

る1吹 奏楽部」 と同 じ編成で、管楽器 をや って い

ます,,今 年で結成26周 年 とな りますが、結成 当時

は金管 楽器(一 ブラス。キ ラキ ラして いる金色 の

楽 器です。)の みの小編 成(一 ア ンサ ンブル)だ
一一)たた め、 この名前が付 いた と聞 いて います,現

在は、病院 ロビーや地域で の演 奏会を中心 に活動

を行 い、患者様や地域のノ∫々 と一緒 に音楽 を楽 し

んで います。

さて、ブ ラスには今、約60名 の部 員が在籍 して

います。小学校か らず っと同 じ楽器 をや って いる

人、大学か ら音楽 を始めた 人、医大生、近所の 専

門学校 の学牛 …いろんな 人が います0悩 み と言え

ば部室が狭 いことと楽器不足ですが、それ にも負

けな い明 るい雰囲気がブ ラスには あ ります。ブ ラ

スアンサ ンブル という部活の特徴は、 どんなに 人

数が 多くな って も、 ・人ひ と りが決 して軽ん じら

れな いところにある と思 います。その理 出は、 ・

人ひとりが音 を持ち寄 り、ひ とつの 音楽 を織 り成

して いくという活動の特徴 にあ ります。 メンバー

が、お互 いを大事な仲間 と認め 合い、尊重する雰

囲気があるのです。

ブ ラスの部 員は、 もちろん;,:u楽が 大好 きな仲 間

たちですが、演 奏会 に来て くだ さったお客様の笑

顔 と触れ 合うことが何よ りも好 きな 人々です。 単

に 「演奏会」 と書 きましたが、 ブ ラスは 今の とこ

ろ、賞がか らむよ うなコ ンクール等 には出て いま

せん。それ じゃ、結構 ダラダ ラや って るの?と い

うと、そ うで もあ りませ ん。 いつ、 どこであれ、

お客様 に聴 いていただける機 会が あるな らば、そ

して楽 しんで もらうためな らば、相 当必死 に練習

します、,演出やMCも 、頭 をひね って 考えます、,

演奏会、そ してAは エ ンターテ イメン ト。楽 し

んで、楽 しませてなんぼ。 ブ ラスにはそ んな哲学

が脈々 と受け継がれ てきているのです。

そんなブ ラスの演 奏会、 是非 ・度 い らして くだ

さい、,学内で開催す る ときは、学 内や大学病院の

掲示板 にポ スターを貼 らせ ていただ いて います。

嵐■■幽■』

蘇期 號,,ン 擬 ㌧ 姻 、

〔室丙合奏団〕 団長 森出 裕之

室1人j合奏L」」は、旭川医大が創設 されて以来続 い

て きた歴史のある部活 です,,現 在、部員は約m名

在籍 してお り、医 大生のみな らず 専門学校 生な ど

も在籍 してお り他校 との交流 も盛んです、,室内合

奏 と聞いて ・体 どんな楽器 を使 って演 奏す るのか

という疑問を持たれ るか もしれ ないので この場 を

借 りて説明 したい と思 います。私 たちが使 う楽器

は おに弦楽器で4種 類あ ります、,小さい楽器か ら

順にヴ ァイオ リ〉、 ビオ ラ、チ ェロ、コ ン トラバ

スです、,室内合奏団 と言うよ り、弦楽 合 奏団 とい

ったほ うが分 か りや すいですね。 ヴ ァイオ リン、

ビオラが高 音域 を担 当 し、チ ェロ、 コン トラバ ス

が低ir.A域を担 当 します。 この他 に も、 曲によって

は トライアングルや ピア ノな ども登場 します。 私

た ちの主な活動 内容 を紹介す ると、7月 に行われ

るブ ラ スアンサ ンブルと共 同 して行われ る定期演

奏会が メイン イベ ン トです。本番 当 日のお よそ9

ヶ月前か らこの演 奏会の曲決め、会場確保など様 々

な準備(兎)ち ろん練習 も!)が あ り、 スケジュー

ル的 にも大変厳 しいですが演奏会が無半 に成功す

ると達成感 と充実感で いっぱ いにな ります、,この

定期演 奏会の他 にも医大祭で の演 奏、市中病院で

の演 奏、 医大病院 ロ ビーで のクリスマ スコンサー

ト等 年間を通 じて演 奏会が 口白押 しとな ってお り

ます、,演奏会 を通 じて感 じることは、聴 きに きて

くだ さる患 者様 の表情や拍手が とて も暖か く、逆

に私 たち団員の方が±1;様 に癒 されてい るとい う

ことです。

室 内合奏団 は、皆練習熱心で部活の時間以外に

も練習す るの で顔 を合わせ る機会が 多く結果 とし

て深 い 人間関係が築 ける素晴 らしい部です。 これ

か らも、演 奏を通 じて患 者様 に癒 しを提供で きる

ように、またより良い 人間関係を築けるように日々

練習 に励んで いこうと思 います、,

噸 「
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彫 態掌窟究会 〕微細構造の追及
会長 小笠原 卓

1形 のある ところに何か興味深 い ものが隠 れて

いる。」

光学 顕微鏡 で垣間 見る組織標本の微細構造や電

f顕 微鏡写 真で観察で きる超微細構造は、見る も

のに内なる感動 を呼び起 こすのに ト分である。基

礎医学 の組織学や細胞生物学 を学んだ本学2年 生

以 ヒの諸君な らば、教科書で覗いた、あ るいは実

習でふれ た細胞 ・組織の構築の妙味に驚か された

経験 をお持 ちではなか ろうか?

科学 の進歩 によ り、我 々は色 々な視点で生命の

あ り方を ∩分 の眼で 目撃で きる。aa.n段、 白分の網

膜を川い、何 ら道 具を川 いることも無 く普通 に 見

ることができるのは、呼吸 を し食物を摂 り、 時に

活発に動 く動物や植物のあ りの ままの姿である。

しか し、 真に興味深 いのは、その奥に潜む、顕

微鏡を用 いて観察で きる レベルの美 しい組織 構築

である。 人間が泣 いた り笑 った り動的な活動を し

て いるその刹那 に、顕微鏡の光が照 らされなけれ

ば見る ことので きな い闇の中の生命の躍動である。

およそ60兆 に ものぼ る膨 大な数の細胞 が、ある蓋

然性 を もって層構 造を成 した り、色 々な物質をや

りとりしてお互いに連携 を とりなが ら、個 々の細

胞に与え られた役割 を粛々 と営んで いる。 そんな

生命の隠れ たつつま しやかなあ り方を学ぶ時、僕

はある種宗 教的 ともいえる敬震さを感 じず には い

られ ない。

形態学研 究会では、現行 のカ リキュラムで行わ

れる1年 生後期の組織実 習で、 後輩の指導 にあた

る ことがある。そ の実 習の時に、1年 生諸君に意

識 して もらいたい と思 うのは、 組織実 習にかかる

実習時間の長 さだけではな く、 白分たちの持 つ組

織や細胞 の見事なまでの構築 とその裏 に潜む細胞

生態 である。将来 、臨床 で病気 の原 因を学 ぷ とき

に も、細胞 の構築 に基 づ く考 えノ∫は 重要である。

また、何 か組織学 をや る上で興 味を持 った 人や、

わか らない ことがあった ときは気軽 に第2解 剖教

室 を訪れ て ください。や る気が あれば 、相談次第

で研究 もや らせ ても らえます。
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ご存知のとお り本学には 「学生の交通事故 ・違反の取

扱に関する申合せ」があ りますが、最近、本学の学生に

よる違反が多発しているとの報告が管轄の警察署よりな

されました。

事故 ・違反等に心当た りのある学生は速やかに学生支

援課課外活動係へ申し出て所定の手続きを行 って下さい。

なお、参考までに 「学生の交通事故 ・違反の取扱に関

する申合せ」を掲載します。

学生の交通事故 ・違反の取扱に関する申合せ

平成16年4月1日

(対象)

第1本 学学生が交通事故 ・違反を起 こし、罰金以上の

刑に処せられた場合、 「学生の本分に反する行為をし

た者」として処分を行う。その際、飲酒運転、無免許

運転等の車に、同乗 した者も処分の対象とする。

(処分基準等)

第2処 分に当たっては、交通事故 ・違反の原因、状況、

結果、影響等を考慮のF:、 総合的に審査し、以下の基

準を勘案する。

1飲 酒運転、無免許運転、著 しい速度違反によるも

の及び悪質なものについては、次の基準により処分

を行う。

(1)人 を死亡又は負傷させた場合は、停学以上とす

る。

(2)物 損事故を起こした場合は、訓告以上とする。

(3)同 乗者は、厳重注意又は訓告 とする。

2上 記1の(1)、(2)以 外で、罰金以上の刑に処せ ら

れた場合は、厳重注意又は訓告以上とする。

3第1項 又は第2項 に再度該当した場合は、前回の

処分より厳しい処分 とする。

4該 当者が入院治療中の場合の処分は、状況を勘案

して行 うものとする。

(届出等の義務)

第3交 通事故 ・違反を起こした学生には、次のとおり

届出 ・報告書を学生支援課に提出させる。

1交 通事故 ・違反の発生から14日以内に、別紙1「 交

通事故 ・違反に関する届出書」を提出させる。

なお、入院治療等で期限内に別紙1を 提出できな

い場合は、その旨口頭による申し出(代 理人でも可)

により提出を猶予する。

2罰 金以上の刑の確定か ら14日以内に、別紙2「 事

故等の報告書」に当該交通事故 ・違反の詳細及び本

人の弁明事項等を記載し、事実を証明する書類(起

訴状、判決文、罰金にかかる領収書等)を 添付し、

提出させる。

3上 記1及 び2の 書類の提出等について、期限後に

提出した場合は、その行為を含めて処分の対象とす
'do

附 則

この申合せは、平成16年4月1日 か ら実施する。

[二______.

駕
英 語

内 藤 永

「窓外における英語の取り組み」

研究室から窓の外を眺めると、そこには雄大な大

雪山系が広がっています。季節ごとに、時間ごとに、

その装いはまさに刻々と変化 しますが、その彩 りの

美しさは変わることがありません。そんな風景を眺

めながらはや11年 が過ぎようとしていますが、仕事

の面では色々な変化がありました。現在は学外と連

携する3つ のプロジェク トに取り組んでいます。

1つ 目の取 り組みとして、今年の7月 に旭川市国

際交流委員会、日本英語医療通訳協会との共催で 「医

療英語セ ミナー」 を開催 しました。市民、学生、医

療従事者、英語教員が一堂に会して、医療通訳や医

療翻訳をテーマに講演、ワークショップを行いまし

た。参加者された方々から 「是非、継続して欲しい」

との声を頂戴し、「第2回 」を検討中です。

2つ 目の取 り組みは、実業界における英語使用の

実態調査です。道内にある単科系の大学教員 と研究

グループ 『ESP北海道』を立ち上げ、北海道内の仕

事現場における英語のニーズ調査を昨年度から実施

中です(ESPと はEnglishforSpecificPurposes

の略で、社会の特定のシーンで使われる英語のこと

です)。 北海道開発協会、JETRO北 海道、道内各地

の商工会議所の協力の下、聞き取り調査をしていま

す。身近なところで進むボーダーレス化に驚いてば

かりです。

3つ 目の取 り組みは、WiredMDと いうアメリカ

にある患者向けビデオ教材会社との共同プロジェク

トです。患者さんに病気の概要、治療方法などの理

解を深めていただ く目的で作成されたビデオが、医

学英語教育に活用できるかを調査します。この春に

契約が成立 し、夏休み明けより、学内のパソコンか

ら500の ビデオ映像をいつでも見ることができるよ

うになりました(ご 利用方法をご案内いたしますの

で、調査へのご協力をよろしくお願い致します)。

窓外での仕事が増えたのは、学内での強力な支援

体制があってのことです。英語科内のスタッフはも

ちろんのこと、多 くの先生方、事務の方々に日々実

質的なサポー トをいただいています。心より感謝申

し上げます。3つ のプロジェク トはいずれも地元密

着型ですが、 日本では例のない取 り組みばか りです。

旭山動物園に続けとばかりにがんばる毎 日です。
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